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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本福祉用具・生活支援用具協会（JASPA）

及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格 JIS 
 T 9257：2010 
 

福祉用具－入浴台 
Transfer boards and bathtub shelves 

 

1 適用範囲 

この規格は，福祉用具のうち，1 か所以上を浴槽の縁に掛けて浴槽への出入りを容易にする入浴台につ

いて規定する。ただし，昇降機能をもつものは除く。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。この引用

規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 6253 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

座面 

人体を支えるために，垂直に作用する力を支持する面となる部材。 

3.2 

手すり 

移乗台に座るとき及び移乗台から立つときに支えとして用意されている部材，又はバスボードに座って

から人体を移動させるために用意されている部材。 

3.3 

止め具 

入浴台を浴槽の縁に固定する部材。 

3.4 

設置面 

浴槽の縁及び浴室の床で入浴台の底面又は脚が接触する面。 

3.5 

フレーム 

座面を支えるための部材。 

 

4 種類 

種類は，表 1 によって区分する（図 1 参照）。 

 

 


